
骨の３次元微細構造を定量することは，骨の強度，骨折リス

ク，骨代謝を評価する上で極めて重要です．放射光X線CT

は骨の微細構造解析に新たな可能性をもたらしました．その

高い強度と放射光源の持つコリーメート性は，高品位なイ

メージ再構成を可能とします．また，単色化が可能なことから，

K-edgeのX線吸収跳躍を利用した標的物質のイメージ強調

も可能です．我々はこのような放射光の利点を生かし，第３

世代放射光施設SPring-8において，ラットやマウスを対象と

した骨微細構造のインビボ/インビトロCT計測を行ってきまし

た．微細構造イメージングに加え，ナノインデンテーション試

験やフーリエ赤外顕微分光法による骨組織の力学的性質や

無機・有機成分の計測も行っています．これら多角的な計測

データに基づいて，骨の発達，骨折治癒，骨腫瘍の進行等

に及ぼす力学的な環境・刺激の効果，血管系の関与を解析

しています． 
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